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ゾウは動物園で最も繁殖が難しい動物
の一つである。一方で，その繁殖の研究
は，世界的に比較的進展している。繁殖
を成功へ導くために日々研究が続けられ
ている。動物園での繁殖の科学的管理の
実際について，アジアゾウを例に紹介し
たい。

● 動物園でのゾウの飼育･繁殖の歴史

● ゾウの妊娠判定の方法

（2001年10月20日生）が来園した。このペ
アから，2013年に東山動物園では初と
なる待望の子（さくら）が誕生した。

一般的には，雌動物が妊娠すると発情
兆候が消失するが，雌ゾウの発情徴候は
分かりにくく，それを捉えること自体が
容易ではない。そのため，ゾウの妊娠判
定法の研究は古くから取り組まれてきた。
現在は，次の方法が考案されている。

❶血中プロジェステロン濃度の変化に周
期性がみられず高値の持続（代替法とし
て，糞中または尿中での測定）

❷腹部または経直腸超音波（エコー）検
査による羊水や胎子の確認
❸妊娠後半の血中プロラクチン濃度また
は中期のリラキシン濃度の上昇
❹妊娠後期の尿中エストロジェンの上昇
❺サーモグラフィーによる乳腺部等の温
度上昇の確認

しかし，実用性の面から，主に➊を基
本とし，可能な場合は➋を実施するのが
一般的である。複数指標を組み合わせる
ことで判定精度が高まる。妊娠の確定は，
出産準備にむけた管理や体制の強化に重
要なため，確実な判断が求められる。
東山動物園の繁殖例では，アヌラの受

胎時年齢が9歳4ヶ月齢（出産時11歳3ヶ月
齢），この時点のコサラは6歳10ヶ月齢
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日本では，戦後復興期や高度経済成⾧
期の動物園建設にあわせて，多くのゾウ
が輸入されている。その後，1975年の
ワシントン条約発効（日本は1980年か
ら）により輸入が難しくなり，今では高
齢化が進行している。
日本の動物園での繁殖例はわずかであ

るが，そのほとんどは2000年代に入っ
てからである。ゾウの飼育下繁殖は非常
に難しい。難しさには，飼育の歴史や，
生態・形態・生理など様々な理由がある。

今回，名古屋市東山動物園のアジアゾ
ウの繁殖成功例について，研究を交えて
紹介する。東山では，2013年に初めて
ゾウの繁殖に成功した。まずその飼育の
歴史について触れておきたい。
名古屋では，前身の市立鶴舞公園付属

動物園で，1921（大正10）年から雌1頭
の飼育が開始されている。その後（間にも
う1頭飼育されているが死亡），木下サーカス
からアジアゾウ 4頭が当時の金額
28,000円で譲渡され，先の雌と合わせ
て一時5頭も飼育されたことがあった。
戦前，東京の上野動物園，名古屋の東

山動物園，大阪の天王寺動物園などでア
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動物園での

ゾウの繁殖

の難しさ

東山動物園の「ぞうれっしゃが走って50周年記念」のモニュメント

過去に連携していた施設も含む

ジアゾウが飼育されていたが，戦時中は
空襲によって猛獣が逃走することを未然
に防ぐため，ゾウも「戦時猛獣処分」の
対象とされた。これにより日本全国で処
分される（上野では「かわいそうなぞう」で有名
なように，毒殺とはならなかったが，餓死の運命を

たどっている）。しかし，東山動物園では，
マカニーとエルドという雌2頭が当時の
園⾧ら職員の必死の努力により生き残っ
た。終戦後，東山に唯一残ったゾウに会
うため，国鉄の団体列車が滋賀県の彦根
発を皮切りに全国各地から運行され，多
くの人がゾウを見に名古屋へ集まった。
これが「象列車」である。
このように，東山動物園や，名古屋を

はじめとする愛知県の人のゾウに対する
想いは，歴史的経緯から並々ならぬもの
がある。その後も数頭のアジアゾウとア
フリカゾウが飼育されてきたが，繁殖に
は至っていない。2007年7月に，スリ
ランカのピンナワラ・ゾウ保護繁殖セン
ターから，アジアゾウ（スリランカゾウ）の
雄コサラ（2004年5月11日生）と雌アヌラ
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であった。雌雄とも一般的な繁殖年齢と
しては若いが，飼育下での春機発動や性
成熟は野生下よりも早いことが知られて
いる。年齢も若かったため，妊娠は半信
半疑だった。飼育担当者から妊娠を疑う
声が聞かれるようになり，アヌラの糞中
プロジェステロン代謝物の測定結果も，
2011年3月末以降，高値を維持してい
たため，妊娠の可能性が考えられた。マ
ウント行動は普段から頻繁に見られてお
り，交尾行動を確認することはできてい
なかった。飼育担当者による行動等の記
録を集計した結果，2011年3月27日に，
記録項目のスコア値が集中して高く，強
い発情があったものと考えられた。その
後の発情兆候ははっきりせず，糞中プロ
ジェステロン代謝物の動態とも合致した
ため，3月末日を受胎時期と判断した。
妊娠の確定診断にむけて，採血や超音

波検査のトレーニングを開始し，血中プ
ロジェステロン濃度も糞中と同様に高値
を維持していること，また腹部超音波検
査で羊水やその中の胎子の動きがあるこ
とを確認できた。推定受胎時期から1年
を経過した2012年春頃には，腹部の膨
らみが目立つようになった。

ゾウの妊娠期間は哺乳類最⾧の612～
699（平均659）日間で，出産予定日の幅
がかなり広い。ゾウの出産は，通常，前
もって24時間監視が始められるが，出
産までの日数が⾧引けば担当者への負担
も大きい。現在は，出産日の予測法とし
て，妊娠末期に毎日の血中プロジェステ
ロン濃度動態を捉える方法が取り入れら
れている。ゾウは，血中プロジェステロ
ン濃度が基底値まで低下してから1～13
（平均3）日後に出産することが報告され
ている。これにより，出産時に集中した
監視が可能になる（出産後の母子の監視も必要
なため，出産前はより短期間にしたい）。アヌラ
の血中プロジェステロン濃度は，2013
年1月25日（出産4日前）に急減した。この
日から24時間監視が開始された。

出産にむけて，陣痛等でゾウが興奮し
て産子に危害が及ばないよう，左前肢と
右後肢をチェーンで係留した。血中プロ
ジェステロン濃度が急減してから4日後
の2013年1月29日21時頃，尾で陰部を
叩く行動がみられ，破水と粘液栓の排出
を確認，肛門下部が大きく膨らみ，22
時24分に陰部から胎膜の一部が露出し，
22時25分に無事出産した。
母ゾウは，出産後に産子に対して攻撃

的な行動を示すことがよくあるため，出
産直後に一旦母子を離すことが出産時の
対応として一般的である。この出産では
そのような行動はほとんど見られなかっ
たものの，計画通り出産直後に母子のケ
アのため母子を分離した。出生時の子の
体重は130.3kg，体高は97cmであっ
た。アヌラから搾乳した初乳を哺乳ボト
ルで子に飲ませた。
2013年1月31日16時頃に母子の再同

居に成功し，17時43分に初めて授乳（

● ゾウの出産時の対応

● ゾウの出産日の予測

吸乳）が確認された。1週間程で運動量
が著しく増え，頻繁に走ったり，乾草の
上に転がったりするようになった。
授乳行動は，母子再同居日をピークに

徐々に減少し，2週目以降は1日あたり
約50回（2～3回／時間）で安定して推移し
た。順調に成育していることから，30
日目で24時間監視を終了し，42日目（3
月12日）からは時間制限を設けて屋内展
示室での母子の一般公開を開始し，46
日目からは屋外展示が開始された。

動物園のゾウの繁殖には，性ホルモン
分析や超音波検査などの科学的な手法が
取り入れられ，周産期や産子の行動観察
も行われ，様々な知見が蓄積されている。
こういった取り組みは，動物園や水族

館の多くの希少種の繁殖管理を，より確
実にするために様々な動物種や園館で実
践されている。一部の動物種では，繁殖
を支える技術として不可欠になっている。
科学的な管理とは，ホルモン分析や超

音波検査のことだけを意味するのではな
い。例えば，それらを実施するためのハ
ズバンダリートレーニングもそれである。
採血や超音波検査のために受診動作がで
きるようになるこのトレーニング法は，
行動学の理論に基づく科学的な管理法の
一つである。採血できるようになれば，
健康診断用の血液検査だけでなく，繁殖
管理にも非常に有用である。科学的な手
法は，飼育の技や勘を極めたり，それを
補完したり確認したりするための裏づけ
または保険である。科学的な手法だけに
頼っていては実際の飼育や繁殖は成功し
ない。様々な技術を向上させ，必要に応
じて使いこなすことが重要である。

東山動物園のアヌラにおける腹部超音波検査による妊娠判定

東山動物園のアヌラにおける
出産直後の様子
（2013年1月29日）

拡大

出産  2013年1月25日に急激に低下
 この日から24時間監視体制

出産

2013年1月29日

● さいごに

東山動物園のアヌラにおける妊娠後半・出産前後の血中プロジェステロン濃度の動態

2022年6月26日に，アヌラは第2子を出産
しました。上野動物園のウタイや豊橋総合
動植物公園へ行ったアーシャーの妊娠・出
産時にも同様の研究を行っています。

皆で協力し

ながら実施

しています。
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